
検索北島町

6月号’14

平成26年5月1日現在
前月より

男 11，034 ＋29
女 11，596 ＋24
計 22，630 ＋53
世帯 9，125 ＋50
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歳　入
内　訳
単位：百万円
（100%）

自主財源
3,610

（55.3%）

自主財源
3,610

（55.3%）

町税
2,881

（44.1%）

町税
2,881

（44.1%）

繰越金
60（0.9%）
繰越金
60（0.9%）

繰入金
288（4.4%）
繰入金
288（4.4%）その他

381（5.9％）
その他
381（5.9％）

地方交付税
680（10.4％）
地方交付税
680（10.4％）

国庫支出金
908（13.9％）
国庫支出金
908（13.9％）

県支出金
466（7.1％）
県支出金
466（7.1％）

町債
507（7.8％）
町債
507（7.8％）

地方譲与税
57（0.9%）
地方譲与税
57（0.9%）

その他
299（4.6%）
その他
299（4.6%）

依存財源
2,917
（44.7%）

依存財源
2,917
（44.7%）

平成26年度北島町一般会計予算
総務課長 久次米 孝祥

平成26年度北島町一般会計予算の概要についてお知らせいたします。
本年度は、総額65億2，700万円（前年度比約8．5％増）となっています。
その概要について身近に感じていただくため、一般の家計に置き換えてみました。

歳 入

歳入の基盤となる町税は、町民税の増
などにより約6．0％増加しております。
国庫支出金については、国の暫定的・

臨時的な措置として実施される臨時福祉
給付金や社会資本整備総合交付金の計上
により前年度比28．7％の増、また県支出
金については、地域経済振興事業による
地域商品券事業が新たに計上されたがほ
ぼ同額となりました。
依存財源の構成比は44．7％となり、前

年度に比べ1．4％の増となりました。依
然、自主財源の減少が続いております。

仕
事
を
し
て
い
た
時
は
、
日
課
と

し
て
髭
剃
り
、
整
髪
と
必
要
最
小
限

の
身
嗜
み
は
し
て
い
た
。
怠
た
り
、

先
延
ば
し
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
昨
年
あ
た
り
か
ら
、

無
精
が
少
し
ず
つ
顔
を
出
し
て
き
て

い
る
。「
人
は
年
齢
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
変
化
の
一
つ
に
無
精
が
あ
る
。」

と
言
わ
れ
る
。
一
番
に
浮
か
ぶ
の
は

無
精
髭
だ
が
、
誰
が
見
て
も
不
潔
感

と
、
だ
ら
し
な
さ
が
漂
う
。
ス
ポ
ー

ツ
選
手
、
俳
優
も
生
や
し
て
い
る
が
、

彼
ら
の
髭
を
よ
く
見
る
と
、
キ
レ
イ

に
整
え
、
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
オ
シ
ャ
レ
な
の
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
中
・
高
年
の
無
精
は
、

毎
日
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
が
ち
、

そ
れ
で
私
が
始
め
た
の
が
料
理
作
り
、

最
初
は
簡
単
な
惣
菜
か
ら
始
め
た
。

今
は
レ
シ
ピ
、
料
理
番
組
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
。
少
し
手
を
加
え
た
り
、

品
を
替
え
た
り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
料
理
を
作
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

ま
た
自
分
で
食
材
を
選
ぶ
な
ど
、
そ

れ
に
伴
う
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
。

中
・
高
年
の
男
性
方
に
、
料
理
作
りぶ

を
お
勧
め
し
た
い
。「
無
精
」
と
「
無

り
ょ
う聊
」
な
く
な
る
こ
と
請
け
合
い
。

北島町平成26年度一般会計
歳入

町税・使用料など 32億6，241万円
国・県支出金・交付税など 24億928万7千円
前年度繰越金 6，000万円
町債 5億740万円
基金繰入金等 2億8，790万3千円
歳入 計 65億2，700万円

家計に置き換えた場合
収入

月収（給料など） 32万6千円
親などからの支援 24万1千円
前月からの繰越金 6千円
ローン借入 5万1千円
預貯金の取り崩し 2万9千円
収入 計 65万3千円

（昨年）
先月（昨年）の収入
31万円

21万9千円
6千円

4万1千円
2万6千円
60万2千円

2014．6 町報 （２）
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歳　出
性質別内訳
単位：百万円
（100%） 義務的

経費

人件費
967
（14.8%）

人件費
967
（14.8%）

扶助費
1,436
（22.0％）

扶助費
1,436
（22.0％）

公債費
558（8.6％）
公債費
558（8.6％）普通建設事業費

707（10.8％）
普通建設事業費
707（10.8％）

物件費
1,352（20.7％）
物件費
1,352（20.7％）

補助費
1,014
（15.5％）

補助費
1,014
（15.5％）

繰出金
368
（5.7％）

繰出金
368
（5.7％）

その他
125（1.9％）
その他
125（1.9％）

その他の
経費

投資的
経費

歳 出

支出のうち、人件費・扶助費・公債費は義務
的経費といい、支出が義務付けられている経費
です。そのうち扶助費については、毎年増加傾
向となっており、今年度も社会福祉関係費の増
加に伴い、昨年度より4．4％の増加となりました。
投資的経費としては、今年度より5ヶ年で計

画している都市再生整備計画事業の開始や防
災・減災事業に伴う工事等により、前年度より
微増となりました。
その他の経費では、工場設置奨励費や臨時福

祉給付金の計上により、補助費が大幅に増加し
ております。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
222222222222222222222222222222222222222222222222666666666666666666666666666666666666666666666666
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給

保
険
福
祉
課

敬
老
祝
金
は
、
平
成
二
十
六
年
一

月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
北
島
町
内

に
一
年
以
上
住
民
登
録
さ
れ
、
か
つ

現
在
も
引
き
続
き
北
島
町
に
在
住
さ

れ
て
い
る
次
の
年
齢
（
生
年
月
日
）

の
方
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
別
途
個
人
通

知
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
同
封
の
申
請
用
紙
を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

①
支
給
対
象
年
齢
・
支
給
金
額

（
生
年
月
日
）

満
年
齢
七
十
七
歳

七
千
円

昭
和
十
一
年
一
月
二
日
〜

昭
和
十
二
年
一
月
一
日
生
ま
れ
の

方満
年
齢
八
十
八
歳

一
万
円

大
正
十
四
年
一
月
二
日
〜

大
正
十
五
年
一
月
一
日
生
ま
れ
の

方満
年
齢
九
十
九
歳

五
万
円

大
正
三
年
一
月
二
日
〜

大
正
四
年
一
月
一
日
生
ま
れ
の
方

満
年
齢
百
歳
以
上

十
万
円

大
正
三
年
一
月
一
日
以
前
生
ま
れ

の
方

②
申
請
場
所

北
島
町
役
場
一
階

保
険
福
祉
課

③
申
請
締
切
日

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日
㈪
ま

で
に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
締
切
日
ま
で
に
提
出

で
き
な
い
場
合
は
、
保
険
福
祉
課

（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
五
）
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

④
支
給
日

平
成
二
十
六
年
八
月
八
日
�
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

（
申
込
期
日
ま
で
に
申
請
が
無
い
場

合
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

お 知 ら せ
『
毎
月
20
日
は
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
で
す
』

6
月
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
6
月
19
日
㈭
に
行
い
ま
す
。

北
島
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

「
お
は
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら

北島町平成26年度一般会計
歳出

人件費 9億6，672万8千円
物件費 13億5，190万7千円
扶助費 14億3，607万5千円
繰出金 3億6，845万円
普通建設事業費・
維持補修費 7億9，145万3千円
補助費等 10億1，358万6千円
積立金 97万1千円
公債費 5億5，820万8千円
予備費 3，962万2千円
歳出 計 65億2，700万円

家計に置き換えた場合
支出

食費など生活費 9万7千円
光熱水費など居住費 13万5千円
医療費・保険料など 14万3千円
別生計家族への仕送り 3万7千円
自宅の増改築・
修繕費 7万9千円
教養・娯楽費 10万1千円
貯金 1千円
ローンの返済 5万6千円
予備費 4千円
支出 計 65万3千円

（昨年）
先月（昨年）の支出
9万7千円
12万8千円
13万8千円
3万5千円

7万9千円
7万1千円
1千円

4万9千円
4千円

60万2千円

2014．6 町報（３）



日
々
、
陽
射
し
の
強
さ
を
感
じ
る

頃
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
、
ご
健
勝
に
て
、

ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃

よ
り
、
議
会
な
ら
び
に
行
政
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
よ
り
推
選
を
い
た
だ
き
、
議

長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
人
生
経
験

の
浅
い
私
で
す
が
、
議
員
諸
兄
に
習

い
、
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
と
改

革
推
進
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
の
一
例
で

す
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
「
住
民

の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
的

に
議
会
基
本
条
例
を
施
行
し
、
同
年

度
か
ら
予
算
及
び
決
算
の
解
説
、
防

災
対
策
、
健
康
管
理
の
取
り
組
み
な

ど
を
説
明
す
る
議
会
報
告
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
報
告
会
の
開
催
日
等

は
町
報
に
折
り
込
ん
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
是
非
、
ご
参
加
下
さ

い
。
そ
し
て
、
二
十
三
年
度
か
ら
一

般
会
議
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
婦
人
会
、
商
工
会
な
ど
、
各
種

団
体
の
方
々
を
お
招
き
し
、
ご
意
見

を
伺
う
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

更
に
議
会
活
動
に
お
け
る
民
意
集

約
と
し
て
災
害
対
策
も
進
め
ら
れ
て

お
り
、
成
果
と
し
て
巨
大
地
震
発
生

時
の
避
難
場
所
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

来
春
に
は
、
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、
高
架
を

利
用
し
た
中
村
老
門
地
区
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
（
約
三
五
〇
人
収
容
）、

高
速
道
路
の
り
面
に
は
太
郎
八
須
の

一
時
避
難
場
所
（
約
九
〇
〇
人
収

容
）
が
完
成
予
定
で
す
。

近
年
、
国
の
財
政
状
況
や
指
針
に

も
と
づ
き
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
行
政
運

営
や
議
会
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
多
方
面
に
わ
た
る
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
行
政
と
の
折
衝
者
と
し

て
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

議議
長長
就就
任任
のの
挨挨
拶拶

町
議
会
議
長大

溝

典

幸

議
会
改
革
の
推
進

「所得税及び復興特別所得税」の予定納税（第1期分）
納付期間 平成26年7月1日～7月31日

予定納税とは 前年分の「所得税及び復興特別所得税」の確定申告等に基づき計算した予定納税基準額が15万円以
上である場合に、その金額の1／3相当額をそれぞれ7月（第1期分）と11月（第2期分）に納め
ていただくことになっています。
（注）平成26年分の予定納税基準額については、復興特別所得税の額（所得税額の2．1％）を含め
て計算されています。

納税する額 予定納税が必要な方には、6月中旬に所轄税務署から「予定納税額の通知書」が送付されます。こ
の通知書に記載された第1期分の金額が納税する額です。
予定納税額及びその計算の詳細は、「予定納税額の通知書」に記載されています。

予定納税の
減 額 申 請

廃業や業況不振、災害などの理由により、平成26年6月30日㈪の現況で、平成26年分の「申告納税
見積額（年間所得や所得控除などを見積もって計算した税額）」が、所轄税務署から通知されてい
る「予定納税基準額」よりも少なくなると見込まれる場合は、予定納税の減額申請をすることがで
きます（「平成26年分所得税及び復興特別所得税の予定納税額の7月減額申請書」は、国税庁ホー
ムページに掲載しています。また、税務署にも用意してあります。）。
（注）平成26年分の申告納税見積額については、復興特別所得税の額（所得税額の2．1％）を含め
て計算します。
第1期分の予定納税の減額申請をする場合は、平成26年7月15日㈫までに上記減額申請書を所轄税
務署に提出してください。所轄税務署は、その申請について承認、一部承認又は却下のいずれかを
決定し、その結果を書面でお知らせします。

納期限（平成26年7月31日㈭）に指定の金融機関の口座から自動的に納付され
ます。納期限前日までに口座の残高をご確認ください。

納期限までに金融機関又は所轄税務署の窓口で納付してください。
第1期分の納付税額が30万円以下の場合には、送付したバーコード付納付書

を使用して、コンビニエンスストアで納付することができます。
また、インターネットを利用して電子納税をご利用いただけます。電子納税

をご利用いただく場合の手続については、e-Taxホームページ（www.e-tax.
nta.go.jp）でご確認ください。

振替納税を利用
している方

そ の 他 の 方

予定納税額の
納 付

※納付には便利な振替納税をご利用ください。

2014．6 町報 （４）
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風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
、
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
先
日
の
婦
人
会
総
会
に
於

き
ま
し
て
、
会
長
と
い
う
大
役
に
推

薦
し
て
頂
き
、
身
の
引
き
し
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
精
一
杯
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
本
部
役
員
、
地
方
役

員
も
下
記
の
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

私
た
ち
役
員
は
一
丸
と
な
り
、
婦
人

会
の
目
的
で
あ
る
「
会
員
相
互
の
親

睦
と
教
養
の
向
上
を
図
り
、
併
せ
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
す
る
」
に

従
い
、
い
ろ
い
ろ
と
創
意
工
夫
し
、

会
員
と
共
に
明
る
く
、
楽
し
く
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

尚
、
婦
人
会
へ
の
ご
入
会
を
お
近

く
の
役
員
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

婦
人
会
衣
裳
室
は
庁
舎
五
階
で
す
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
島
町
婦
人
会
役
員
名
簿

（
二
十
六
年
度
）

本
部
役
員

顧

問

北
島
千
恵
子

会

長

菊
川

政
子

副
会
長
（
会
計
）

尾
崎

種
子

副
会
長
（
記
録
）

米
本

元
美

副
会
長
（
監
査
）

逸
見

文
子

監

査

其
田
真
由
美

中
地
区

小
林
サ
カ
ヱ
（
中
村
中
央
）

山
田

美
江
（
中
村
中
央
）

高
畠

和
子
（
江
口
）

志
内
ち
づ
子
（
中
村
東
）

東
條
真
由
美
（
中
村
東
）

真
重
冨
美
代
（
福
神
）

田
村

久
子
（
中
村
北
）

斉
藤

高
子
（
中
村
北
）

今
村
キ
ミ
子
（
日
開
野
）

城
丸
久
美
子
（
日
開
野
）

西
地
区

新
見

明
子
（
西
高
房
）

服
部
シ
ズ
子
（
東
高
房
）

天
羽

栄
子
（
東
高
房
）

高
橋
千
恵
子
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

北
地
区

山
本

和
子
（
北
村
団
地
1
区
）

井
川

雅
子
（
北
村
団
地
2
区
）

吉
成

房
子
（
北
村
団
地
3
区
）

中
村

淳
子
（
北
村
団
地
4
区
）

渋
谷

豊
（
北
村
団
地
5
区
）

臼
木
加
代
子
（
北
村
団
地
6
区
）

松
島

郁
代
（
太
郎
八
須
西
）

近
藤

米
（
北
村
北
）

坂
東

英
子
（
北
村
西
）

南
地
区

新
居

文
子
（
鯛
浜
出
口
）

中
野

綾
子
（
鯛
浜
出
口
）

新
堀

君
子
（
鯛
浜
原
）

古
川

昌
子
（
江
尻
西
）

婦
人
会
だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

婦
人
会
会
長

菊
川

政
子

「「労労働働保保険険のの年年度度更更新新ののおお知知ららせせ」」
本年度（平成26年度）の労働保険の年度更新につきましては、

6月2日から7月10日までとなっています。
平成25年度分の確定保険料と、平成26年度分の概算保険料の申
告・納付手続を、「労働保険確定・概算保険料申告書」により7
月10日㈭までに行っていただきますようお願いいたします。
詳しくは、徳島労働局 労働保険徴収室（☎652―9143）へお
問い合わせください。

北
島
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
健
康
の
増
進
の
た
め
各
種
マ

ッ
サ
ー
ジ
器
の
設
置
、
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
に
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
福
祉
の
増
強
を
図
る

た
め
、
健
康
体
操
、
茶
話
会
、
ビ
デ

オ
上
映
会
、
抽
選
会
等
を
定
期
的
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
者
の
た
め
福
祉
バ
ス
を
運

行
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

≪

北
島
町
地
域
生
活
支
援
事
業≫

北
島
町
点
訳
講
習
会

受
講
生
募
集

講
習
期
間
▼
七
月
八
日
、
十
五
日
、

十
八
日
、
二
十
三
日
、

二
十
九
日
、
八
月
五
日
、

十
九
日
、
二
十
二
日
、

二
十
六
日
、
九
月
二
日
、

九
日
、
十
一
日
、
十
六

日
、
二
十
二
日
、
三
十

日
、
十
月
七
日
、
十
四

日
、
十
七
日
、
二
十
一

日
、
二
十
八
日

講
習
時
間
▼
九
時
三
十
分
〜

十
一
時
三
十
分
ま
で

受
講
場
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

講
習
内
容
▼
点
字
版
を
使
っ
て
の
基

礎
学
習
か
ら
パ
ソ
コ
ン

で
の
点
訳
図
書
の
作
成

受
講
料
▼
無
料

受
講
定
員
▼
一
〇
名

受
講
資
格
▼
修
了
後
は
、
障
が
い
者

の
社
会
参
加
を
積
極
的

に
促
進
す
る
意
欲
の
あ

る
方

募
集
期
間
▼
六
月
三
十
日
㈪
ま
で

社社会会福福
祉祉法法人人

北北
島島
町町
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会
かか
らら
のの

おお
知知
らら
せせ

お
問
い
合
せ
・
申
込
先

☎
六
九
八
―
八
九
一
〇

2014．6 町報（５）
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春春

のの

叙叙

勲勲

教
育
功
労

元
公
立
高
等
学
校
長

前
川

俊
孝（
71
歳
）江
尻

昭
和
四
十
一
年
県
立
徳
島
商
業
高

校
商
業
科
教
諭
に
着
任
し
、
平
成
十

五
年
同
校
校
長
で
退
職
。
こ
の
間
、

各
高
校
や
県
教
育
委
員
会
で
生
徒
や

教
員
の
情
報
活
用
能
力
向
上
に
携
わ

り
情
報
教
育
の
発
展
に
尽
力
。
ま
た

県
教
委
課
長
や
県
高
校
長
協
会
長
と

し
て
本
県
教
育
改
革
の
推
進
に
努
め

ら
れ
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
瑞
宝

小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

危危
険険
業業
務務
従従
事事
者者
叙叙
勲勲

警
察
功
労

元
徳
島
県
警
部

渡
邊

勲（
71
歳
）北
村

昭
和
三
十
六
年
四
月
徳
島
県
警
察

官
を
拝
命
さ
れ
拝
命
後
、
県
警
察
本

部
及
び
県
下
各
警
察
署
で
勤
務
さ
れ

永
年
に
渡
り
日
夜
を
問
わ
ず
各
種
警

察
活
動
に
精
励
恪
勤
さ
れ
、
社
会
公

共
の
安
寧
と
秩
序
の
維
持
に
多
大
な

貢
献
が
評
価
さ
れ
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

公公民民館館ククララブブ活活動動一一覧覧表表（（平平成成2266年年度度））

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

会員数
16
18
8
8
22
11
8
17
16
11
5
10
13
11
7
16
3
8
24
10
9
16
11
6
10
23
10
20
13
8

終了時刻
21：30
12：00
15：00
21：00
21：30
17：00
12：00
15：00
15：30
15：00
12：00
21：30
11：00
15：30
11：00
14：00
16：00
15：30
21：20
21：00
21：30
15：30
12：00
12：00
16：00
21：30
21：30
16：00
15：00
16：00

開始時刻
19：30
10：00
13：00
19：00
18：30
13：00
10：00
13：30
13：00
13：00
10：00
19：00
10：00
9：30
9：00
11：00
13：00
13：30
19：10
19：00
18：00
13：00
9：00
9：00
13：00
19：00
19：30
13：00
13：00
10：00

実施週
毎週
1・3週
1～3週
1～3週
毎週
毎週
3・4週
2・4週
1・3週
4週
毎週
毎週
1・3週
3週
毎週
毎週
1・3週
1・3週
1・3・5週
2・4週
毎週
1～4週
1～4週
毎週
1～4週
毎週
毎週
3週
2週
2週

連絡先
698―6021
698―4752
698―9955
698―3874
698―5047
698─4284
698─2343
698―2085
698―5671
698―5671
698―5064
698―8913
698―4610
698―5671
698―2235
698―4797
698―7996
698―2730
698―4518
698―4247
698―7616
698―5671
698―5671
090―1578―5422
698―4353
698―2977
698─7424
683─2387
698―6564
698─2343

代表者名
廣瀬千代子
斎藤 幸子
忠津 博之
蔭山 泰子
下居 弘光
中野喜代子
飯坂 恵子
谷原 通恵
山本 淑子
山本 淑子
松島 郁代
鎌田 保子
小林 喜代
山本 淑子
清水 弘子
小寺 靖子
篠原多賀子
天羽三代子
柳谷 英則
吉成 佐枝
高畑 芳恵
山本 淑子
山本 淑子
真鍋 美喜
坂東加奈子
増谷 禎通
天羽眞壽美
阿部 仁
川村 安子
飯坂 恵子

部屋
7階 大ホール
6階 視聴覚室
6階 視聴覚室
6階 視聴覚室
7階 大ホール
6階 大会議室
5階 茶室
7階 大ホール
6階 大会議室
6階 大会議室
6階 教養室
5階 研修室
7階 大ホール
6階 大会議室
5階 茶室
5階 調理室
6階 視聴覚室
5階 茶室
7階 大ホール
7階 大ホール
6階 大会議室
6階 大会議室
6階 大会議室
6階 視聴覚室
6階 視聴覚室
7階 大ホール
5階 研修室
6階 視聴覚室
6階 視聴覚室
5階 茶室

クラブ名
北島ヘルシーフレッシュアップ体操
ツリーポきたじま（オカリナ）
梅若流啄穂会（民謡）
朗読サークル ほととぎす
ダンスサークル フェロークラブ
小磯会（新舞踊）
茶道花月の会（裏千家）
北島バラード（童謡）
もくせいクラブ（大正琴）
藍グループ（大正琴）
洋裁クラブ
詩吟（欽水流）
北島合唱クラブ
藍グループ（大正琴）
裏千家茶道クラブ
いけ花（未生流笹岡）
手編み・マクラメ教室
煎茶クラブ
北島町ダンスサークル ハッピーメイツ
北島町ダンス愛好会
稀聲会（長唄・三味線）二期生
もくせいクラブ（大正琴）
藍グループ（大正琴）
コットンくらぶ
書道
北島町ダンスサークル ビーナス
太極拳・天空
北島町俳句連盟（月例俳句会）
梅若流藍喜会（三味線）
茶道花月の会（裏千家）

曜日
月

火

水

木

金

土

日
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介
護
者
教
室
開
催

【
対
象
者
】

ご
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
等
ど
な
た
で

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
㈰

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
一
時
間
程
度

【
受
講
場
所
】

介
護
老
人
保
健
施
設

敬
愛
の
家

一
階

デ
イ
ル
ー
ム

【
講
師
】
理
学
療
法
士

【
内
容
】

自
宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

（
予
防
リ
ハ
ビ
リ
）

【
定
員
】
四
十
名

【
参
加
費
】
無
料

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

介
護
老
人
保
健
施
設

敬
愛
の
家

☎
六
九
八
―
七
七
七
八

地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

北島町内の家庭から出るごみの約50％が生ごみです。その

生ごみには約60％の水分が含まれています。これから夏に向

けてスイカの皮など、ますます水分を含んでいる生ごみを出

す機会が多くなりますが、水分を含んだ生ごみは、重いうえ

に燃えづらく焼却に時間がかかり余分な費用がかかります。

また、施設に負担がかかるだけでなく、腐敗してごみの集積

所が不衛生になり、悪臭の原因にもなります。

家庭でできるちょっとした配慮や工夫でごみ処理の効率が

よくなり、集積所も清潔に保つことができます。

生ごみを出すときには・・・

・野菜などは使えない部分を洗う前に切り落とす。

・野菜の皮をむいたときは、乾燥させて三角コーナーを使

わずごみ袋に入れる。

・水切りネットを使い、水分を切ってから出す。

ごみ減量のため、みなさまのご協力お願いします。

今月のごみ対策啓発優秀ポスター

～ごみ減量にご協力を～

北
島
中

古
賀
咲
優
未

5月
16．1㎏
？㎏

4月
14．9㎏
14．1㎏

0．8㎏減

3月
14．0㎏
13．8㎏

0．2㎏減

平成25年度
平成26年度

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”
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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金を支給します。

臨時福祉給付金
平成26年4月から消費税率が8％に引き上げられたことを受けて、所得の低い方々への負担を軽くするため、
暫定的・臨時的な取り扱いとして「臨時福祉給付金」を支給します。
●支給対象者 平成26年1月1日時点で北島町の住民基本台帳に登録され、

平成26年度の町民税が課税されていない方が対象です。
ただし、 �

�
�

�
�
�

・課税されている方に扶養されている場合
・生活保護の受給者である場合 など

は除きます。

※町民税について未申告の方は、支給対象者となるか判断できませんので、まずは申告をお願いします。

●支給額 ・1人につき 10，000円
・下記の《加算対象者》は1人につき 5，000円 を加算

《加算対象者》 ・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者※1
・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など※2

※1 平成26年3月分の受給権があり、4月分または5月分の年金の支払いがある方が対象です。
※2 平成26年1月分の手当等を受給している方が対象です。

●申請書 6月末に支給対象者と思われる方に郵送します

●申請場所 北島町役場 5階地域交流室
郵送の場合は北島町役場保険福祉課まで

●申請期間 平成26年7月1日㈫～平成26年10月1日㈬
※窓口申請は土日祝日を除きます。
※郵送申請は必着になります。
※申請期間経過後は原則受付できませんのでご注意ください

※窓口申請の当初は大変な混雑が予想されますので、以下の地区ごとに受付します。ご協力をお願
いします。なお、ご都合の悪い方は、地区指定以外の日でも受付できます。

7月1日㈫ 江尻・高房 2日㈬ 北村・新喜来・太郎八須
3日㈭ 中村 4日㈮ 鯛浜

7月7日㈪ 以降は、全ての地区を受付します。

問い合わせ先
●申請方法に関するお問い合わせ
北島町役場 保険福祉課 臨時福祉給付金係 ☎698―9805

●制度に関するお問い合わせ
厚生労働省 給付金に関する専用ダイヤル：0570（037）192

「臨時福祉給付金」（簡素な給付措置）や「子育て世帯臨時特例給付金」の

““““““““““““““““““““““““““““““““““振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺””””””””””””””””””””””””””””””””””やややややややややややややややややややややややややややややややややや““““““““““““““““““““““““““““““““““個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報のののののののののののののののののののののののののののののののののの詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取””””””””””””””””””””””””””””””””””にご注意ください。

両給付金に関して、町の職員等が電話や訪問で、ATMの操作案内や給付にかかる手数料の
徴収などの連絡をすることはありません。 ○☎
○○！！
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両方の給付金の支給要件を満たす方は、臨時福祉給付金の支給が優先されます。
（2つの給付金を重複して受け取ることはできませんのでご注意ください。）

子育て世帯臨時特例給付金
4月から消費税率が引き上げられたことを受けて、子育て世帯への負担を軽くするため、暫定的・臨時的な

取り扱いとして「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

●支給対象者 平成26年1月1日時点で北島町の住民基本台帳に登録されている方で、次のどちらの要件
も満たす方が対象です。
①平成26年1月分の児童手当・特例給付を受給
②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満

●対象児童 支給対象者の平成26年1月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
ただし、 �

�
�

�
�
�

・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
・生活保護の受給者となっている児童

などは除きます。

●支給額 対象児童1人につき 10，000円

●公務員の方へ 申請期間内に、以下の書類を北島町役場民生児童課へご提出ください。

①申請書 職場から交付されたものを

②公務員児童手当（特例給付）受給状況証明書 ご提出ください。

③振込先がわかる通帳、またはキャッシュカードの写し�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

※「公務員児童手当（特例給付）受給状況証明書」に記載された児童手当の振込口座
と異なる口座を使用する場合、次の書類が必要です。

④本人確認書類（運転免許証、住民基本台帳カード、旅券等）の写し

●申請書 6月末に支給対象者と思われる方に郵送します

※公務員の方は、勤務先より申請書が交付されます。

●申請場所 窓口・郵送申請：北島町役場 民生児童課（原則郵送申請となります）

●申請期間 平成26年7月1日㈫～平成26年10月1日㈬
※郵送申請は必着になります。
※申請期間経過後は原則受付できませんのでご注意ください。

問い合わせ先
●申請方法に関するお問い合わせ
北島町役場 民生児童課 子育て世帯臨時特例給付金係 ☎698―9802

●制度に関するお問い合わせ
厚生労働省 給付金に関する専用ダイヤル：0570（037）192
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お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

を
受
け
よ
う
！（
個
別
検
診
）

対
象
者
の
方
に
は
、
各
が
ん
検
診

の
受
診
券
（
青
色
）
と
一
緒
に
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間

平
成
二
十
六
年
六
月
十

六
日
〜
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
両

方
）

○
子
宮
頸
が
ん

対
象

今
年
度
二
十
歳
以
上
に
な
る

女
性
（
昨
年
度
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
）

料
金

千
三
百
円

＊
た
だ
し
、
次
の
方
は
自
己
負
担
無

料
対
象
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年

度
受
診
さ
れ
て
い
て
も
無
料
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
〜

平
成
六
年
四
月
一
日
生

○
乳
が
ん
検
診

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
の
女
性

（
昨
年
度
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
）

料
金

千
五
百
円

＊
た
だ
し
、
次
の
方
は
自
己
負
担
無

料
対
象
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年

度
受
診
さ
れ
て
い
て
も
無
料
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
〜

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
生

実
施
医
療
機
関
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
）

受
診
券
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
問

診
票
を
設
置
し
て
い
な
い
医
療
機
関

で
受
診
す
る
場
合
は
、
問
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。家

庭
で
の
食
中
毒
に
注
意
！

食
中
毒
が
心
配
な
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
食
中
毒
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
飲
食
店
で
の
食
事
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
家
庭
で
の
普
段
の
食

事
か
ら
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

食
中
毒
は
夏
の
暑
い
季
節
だ
け
で

は
な
く
、
季
節
を
問
わ
ず
、
一
年
間

を
通
し
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
梅
雨

や
湿
気
の
多
い
こ
の
時
期
は
特
に
細

菌
が
活
発
に
な
り
や
す
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

食
中
毒
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
違
い

食
中
毒
の
原
因
に
は
、
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
、
自
然
毒
な
ど
様
々
な
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

細
菌
と
は
、
食
品
の
中
で
増
殖
す

る
微
生
物
で
す
。
高
温
多
湿
を
好
む

も
の
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
例

が
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
Ｏ
―

1
5
7
な
ど
）
で
、
主
に
牛
の
腸
に

い
る
菌
で
す
。
こ
の
菌
は
、
牛
の
糞

尿
な
ど
を
介
し
て
、
牛
肉
や
井
戸
水

等
に
も
付
着
し
ま
す
。
症
状
と
し
て

は
、
発
熱
や
激
し
い
腹
痛
、
下
痢
、

血
便
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
特

に
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
子
ど
も

は
、
重
症
に
な
り
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
と
は
、
食
品
中
で
は
増

殖
で
き
ま
せ
ん
が
、
体
の
中
で
増
殖

す
る
微
粒
子
で
あ
り
、
気

温
が
低
く
乾
燥
す
る
と
活

発
に
な
る
も
の
で
す
。
こ

の
例
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で

あ
り
、
汚
染
さ
れ
て
い
た

二
枚
貝
を
、
生
あ
る
い
は

十
分
に
加
熱
調
理
し
な
い

で
食
べ
た
場
合
、
吐
き
気
、

嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど

が
現
れ
、
発
熱
は
軽
度
で

す
。

○
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

食
中
毒
を
防
ぐ
基
本
は
、

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
「
付
け

な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や

っ
つ
け
る
」
と
い
う
3
原

則
で
す
。

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を

「
つ
け
な
い
」た
め
に
、
生
の
肉
や
魚

を
切
っ
た
ま
な
板
な
ど
の
器
具
は
使

用
の
都
度
、
き
れ
い
に
洗
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
生
野
菜
な
ど
加
熱
し

な
い
食
べ
物
へ
菌
が
付
着
し
な
い
よ

う
に
、
加
熱
し
な
い
で
食
べ
る
も
の

を
先
に
取
り
扱
う
の
も
1
つ
の
方
法

で
す
。

ま
た
、
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌

を
「
増
や
さ
な
い
」
た
め
に
、
食
品

は
低
温
で
保
存
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
た
も

の
で
も
、
ゆ
っ
く
り
と
細
菌
は
増
殖

し
て
い
く
た
め
冷
蔵
庫
を
過
信
し
す

ぎ
ず
、
早
め
に
食
べ
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
「
や
っ
つ
け

る
」
た
め
に
は
、
加
熱
が
必
要
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
加

熱
に
よ
っ
て
死
滅
し
ま
す
の
で
、
肉

や
魚
、
野
菜
な
ど
も
加
熱
し
て
食
べ

れ
ば
安
全
で
す
。
特
に
肉
料
理
は
中

心
ま
で
よ
く
加
熱
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
中
心
部
を
75
℃
で
1
分
以
上

加
熱
す
る
こ
と
が
目
安
と
な
り
ま
す
。

左
図
も
参
考
に
食
中
毒
予
防
を
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、

下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち
が
悪
く
な

っ
た
り
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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＜北島町国民健康保険特定健診＞

＜後期高齢者医療制度健康診査＞

平平成成2266年年度度 特特定定健健診診・・健健康康診診査査ののごご案案内内

特定健診の対象となる方には、7月上旬に受診券（みどり色）を送付します。特定健診は、病気の芽を早期
に見つけるための健診です。生活習慣病は、はじめのうちは自覚症状がまったくありません。予防するには毎
年健診を受けることが大切です。
■対象者 4月1日現在、北島町国民健康保険の被保険者で、昭和14年10月1日～昭和50年3月31

日生まれの方（4月2日以降に国保に加入した40歳以上の方には、受診券を発行するこ
とができます。受診を希望される場合は、保険福祉課までご連絡ください。）

■健診項目 身長・体重・腹囲・血圧・血液検査（中性脂肪・コレステロール・空腹時血糖・ヘモグ
ロビン A1c・肝機能等）・尿検査・問診等

■受診の方法 受診券と同封で送付する「特定健康診査実施機関一覧表」から医療機関を選び、実施し
ている曜日・時間帯・予約が必要かどうかなどをご確認のうえ受診してください。

■費用 1000円
■受診できる期間 受診券（みどり色）が届いてから平成26年12月末日まで（ただし、昭和14年10月1日～

昭和15年3月31日生まれの方は平成26年9月末日まで）
■お問い合わせ先 保険福祉課 ☎698―9805

健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。
■健康診査受診券を送付する時期
○入院をされていない方または生活習慣病と診断されていない方………平成26年8月（予定）
入院をされていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され医師の指導を受けて
いると考えられることから健康診査の対象者から除いています。
※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で糖尿病、高血圧性疾患、
脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳
血管疾患、動脈硬化があります。

○上記以外の方で、平成26年4月以降に血液検査や尿検査をしていない方
平成26年8月以降に保険福祉課窓口に健康診査申込書を備え付けますので、受診を希望される方は、担当窓
口に健康診査申込書を提出してください。締切りは平成26年11月末頃を予定しています。
○平成26年1月1日から平成26年9月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方
加入時期に応じて次のとおり健康診査申込書を送付します。入院をされていない方または生活習慣病と診断

されていない方で受診を希望される方は、広域連合事務局までお申込みください。受診券を後日送付します。
【健康診査申込書の送付時期】①1月1日から3月31日までの間に加入された方………5月

②4月1日から5月31日までの間に加入された方………6月
③6月1日から7月31日までの間に加入された方………8月
④8月1日から9月30日までの間に加入された方………10月

○平成26年10月以降に後期高齢者医療制度に加入される方
後期高齢者医療制度の健康診査対象外となります。後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されて

いる健康保険で特定健診を受診してください。
○施設入所されている方
障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、介護保険施設等に入所

されている方につきましては、健康診査を受診することができません。
■健診項目 内容については、国保の特定健診と同じです。
■費用 無料
■受診できる期間 受診券が届いてから平成26年12月末日まで
■お問い合わせ先 徳島県後期高齢者医療広域連合 事業課 ☎677―3666
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海海
上上
自自
衛衛
隊隊
徳徳
島島
教教
育育
航航
空空
群群
地地
域域
ふふ
れれ
ああ
いい
感感
謝謝
デデ
ーー

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
で

は
、
地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー
と
し

て
、
六
月
二
十
日
㈮
に
鳴
門
市
文
化

会
館
に
お
い
て
音
楽
祭
を
、
六
月
二

十
二
日
㈰
に
徳
島
航
空
基
地
一
般
公

開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育

航
空
群
音
楽
祭

㈠
日

時

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日
㈮

開
場：

午
後
五
時
三
十
分

開
演：

午
後
六
時
三
十
分

㈡
場

所

鳴
門
市
文
化
会
館

㈢
出

演

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊

㈣
入
場
整
理
券

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
、
次
の
場
所
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持

ち
帰
り
下
さ
い
。

・
鳴
門
市
文
化
会
館

・
徳
島
、
鳴
門
、
阿
南
、
小
松

島
、吉
野
川
、阿
波
各
市
役
所

・
松
茂
、
北
島
、
藍
住
、
板
野
、

上
板
各
町
役
場

・
自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部

・
海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

正
門

二

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空

基
地
一
般
公
開

㈠
日

時

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
㈰

午
前
八
時
〜
午
後
三
時

（
開
門：

午
前
七
時
三
十
分
）

㈡
主
な
催
し

・
徳
島
航
空
基
地
マ
ラ
ソ
ン

（
五
㎞
、
一
〇
㎞
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午

・
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
2
㎞
）

離
発
着
す
る
航
空
機
を
見
な

が
ら
、
ご
家
族
や
友
人
と
楽
し

く
歩
き
ま
せ
ん
か
。

ス
タ
ー
ト：

正
午

（
当
日
申
し
込
み
）

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行

（
当
日
申
し
込
み
）

・
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
ち
び
っ
子
広
場
・
風
船
等
工

作
教
室

㈢
徳
島
航
空
基
地
マ
ラ
ソ
ン
申
し

込
み
要
領

ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
に
置
い
て
あ

る
大
会
要
領
を
お
読
み
に
な
り
、
参

加
申
込
書
・
誓
約
書
に
よ
り
お
申
込

み
下
さ
い
。大
会
要
領
は
、徳
島
教
育

航
空
群
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://
w
w
w
.m
od.go.jp/m

sdf/tokusim
a/

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

生涯現役実現セミナーの開催

【内 容】年金制度の基本的な仕組みと定年後の職業生
活設計について

【対 象 者】55歳以上の在職中か求職中の方
【日時場所】

7月11日㈮ 14：00～16：00
うずしお会館（鳴門市産業振興センター）
第3会議室
7月14日㈪ 14：00～16：00
藍住町コミュニティセンター研修室

【参 加 費】無 料
【申込方法】次の問合せ先に電話で開催日の5日前までに

申し込んでください。
問合せ先 徳島県経営者協会 ☎625―7701
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ハハ
ロロ
ーー
ワワ
ーー
クク
鳴鳴
門門
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

平
成
二
十
七
年
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
を
対
象
と
し
て
、求
人
の
確
保
・

適
正
な
求
人
活
動
の
周
知
の
た
め
、

求
人
申
込
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時：

六
月
十
六
日
㈪

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所：

う
ず
し
お
会
館

二
階

第
二
会
議
室

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
一
六
五
番
地

問
合
せ：

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

☎
六
八
五
―
二
二
七
〇

新規学校卒業予定者対象
求人申込説明会を開催

最近の雇用情勢は、消費税率引き上げに伴う駆け込み
需要の反動が懸念されておりますがこのところ緩やかに
回復しているといわれております。
このような中、ハローワーク鳴門では、平成26年6月

20日より来春の新規高等学校卒業予定者求人申込の受理
を開始しますが、この度、求人の確保及び適正な求人活動
の周知を図るため、管内事業所を対象に次のとおり求人
申込説明会を行うこととしました。

ハローワーク鳴門 鳴門市撫養町南浜字権現12
☎685―2270

日 時 平成26年6月16日㈪ 午後1時30分～午後4時
場 所 うずしお会館

鳴門市撫養町南浜字東浜165―10
内 容
○高校生からのアピール（平成26年度高等学校卒
業予定者）
○新規学校卒業予定者を対象とした求人活動につ
いて・公正な採用選考について
○労働基準法のポイントについて
○男女雇用機会均等法に沿った募集・採用について

厚生労働省・徳島労働局・ハローワーク鳴門

徳島県労働委員会委員による

駅駅前前労労働働相相談談会会

労働者、事業主のいずれも利用できます。
◆日 時 平成26年7月13日㈰

午後1時～午後4時30分
（受付は午後4時まで）

◆会 場 シビックセンター4階（アミコ内）
◆申込み 不要

事前予約も可
（7月11日㈮ 午後6時まで）

◆相談無料
◆秘密厳守

徳島県労働委員会事務局（県庁11階）
☎621―3234（土・日・祝日を除く）
〒770―8570 徳島市万代町1丁目1番地

北
島
水
辺
交
流
プ
ラ
ザ
ほ
っ
こ

り
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
情
報

毎
週
木
曜
日

笑
い
ヨ
ガ

九
時
〜
九
時
三
十
分

毎
週
土
曜
日

ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ

十
一
時
〜
十
三
時
三
十
分

ど
ち
ら
も
参
加
無
料

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

定
休
日

毎
週
水
曜
日

営
業
時
間

九
時
〜
十
八
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム

☎
・
�

六
三
五
―
一
二
〇
六

携
帯

〇
九
〇
―
八
九
七
三
―

七
七
五
八
（
乾
）

薫
風
や
踊
り
子
の
顔
晴
れ
や
か
に

大
西

通
世

山
の
藤
む
ら
さ
き
の
雨
滴
ら
す

阿
部
久
美
子

植
田
風
一
ぱ
い
に
受
け
道
路
鏡

川
村
ユ
キ
ヱ

峠
今
越
ゆ
る
人
な
き
夏
の
草

松
浦

勝
江

幼
児
の
素
足
つ
る
ん
と
汚
れ
拭
く

滝
上

由
香

美
術
館
出
で
て
眩
し
き
若
葉
光

山
本

和
子

つ
る
ぎ
ざ
ん

剣
山
麦
藁
帽
の
列
な
せ
り

阿
部

蒼
空

峡
の
宿
五
右
衛
門
風
呂
に
菖
蒲
浮
く

仁
木
つ
と
む

一
匹
啼
き
続
く
合
唱
雨
蛙

松
岡

乙

波
越
え
て
嫁
ぐ
縁
や
桐
の
花

森

し
げ
る

あ
る
な
し
の
風
に
蚊
柱
ゆ
ら
ぎ
立
つ

青
木

拓
郎

夏
の
草
踏
み
て
眺
め
る
淡
路
島

長
尾
寿
美
子

修
験
者
の
さ
さ
く
れ
の
杖
夏
の
山

近
藤

与
弥

鳥
雲
に
遥
か
本
土
へ
斜
張
橋

橋
本
ま
さ
よ
し

葉
桜
や
造
幣
局
の
昼
静
か

村
尾

芦
月

町 報 俳 壇
北北
島島
町町
俳俳
句句
連連
盟盟
第第
二二
十十
六六
回回

県県
下下
俳俳
句句
即即
吟吟
大大
会会

ごご
案案
内内

風
薫
る
好
季
、
俳
句
愛
好
家
の
皆
様
に
、
恒
例
の
「
徳
島
県
下
俳
句
即

吟
大
会
」
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
俳
句
に
興
味
の
あ
る
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
「
頭
の
体
操
」
を
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

平
成
二
十
六
年
七
月
六
日
（
日
曜
日
）

午
前
九
時
受
付

十
時
開
会

場

所

北
島
町
総
合
庁
舎

六
階
大
会
議
室

内

容

兼
題
（
夏
帽
子
）

席
題
、
当
日
の
参
加
者
よ
り
四
題
募
り
計
五
句
で
競
い
ま
す
。

勤

評

村
尾

芦
月

披

講

橋
本
ま
さ
よ
し

会

費

五
百
円
（
一
名
）

軽
食
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

賞

抜
句
一
点
、
各
回
選
者
特
選
一
点
加
算

一
位
〜
三
位

賞
状

一
位
〜
五
十
位

賞
品
（
同
点
は
先
着
順
が
上
位
）、
五
十
一

位
以
下
も
賞
有

ひとりで悩まんと
みんなで一緒に
考えんで！
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北
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
ン
ビ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ

北
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
十
七
回
徳
島
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
新
人
大
会

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
二
日
㈯

松
茂
町
総
合
体
育
館
於

五
年
生
以
下
女
子
一
部
シ
ン
グ
ル
ス

三
位

美
濃

汀

五
年
生
以
下
二
部
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

原

心
夏

四
年
生
以
下
女
子
一
部
シ
ン
グ
ル
ス

三
位

高
橋

采
也

四
年
生
以
下
二
部
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

森
本

花
奈

準
優
勝

山
田
慎
之
成

三
位

小
林

泰
輔

三
年
生
以
下
二
部
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

林

真
央

準
優
勝

曽
我
井
優
斗

第
十
九
回
徳
島
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン

平
成
二
十
六
年
四
月
五
日
㈯

鳴
門
ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
於

新
二
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

三
位

小
林

愛
実

※
お
問
い
合
わ
せ

☎☎
六六
八八
三三
――
二二
二二
五五
三三

ババ
ンン
ビビ
ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
クク
ララ
ブブ

北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
塩
江
大
会

期
日

4
月
26
日
㈯

参
加
数
25
名

場
所

塩
江
町
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

優

勝

関

憲
二

3
Ｒ
61
打

準
優
勝

中
西

秀
治

3
Ｒ
71
打

第
3
位

大
寺
富
美
子

3
Ｒ
72
打

第
4
位

三
木

栄
子

3
Ｒ
73
打

第
5
位

山
田

栄
子

3
Ｒ
73
打

5
月
度
月
例
杯

期
日

5
月
1
日
㈭

参
加
数
49
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

𠮷
田
千
恵
子

30
打

準
優
勝

高
畠
美
津
子

33
打

第
3
位

島
崎

博
文

33
打

第
4
位

宮
木

寿

33
打

第
5
位

原
田

礼
子

36
打

徳
島
県
代
表

「
あ
け
ぼ
の
」

チ
ー
ム

（
シ
ニ
ア
レ

デ
ィ
ス
）65

歳
以
上（
女
）

監
督

島
崎

博
文

主
将

小
笠
原
和
子

と
し
て
出
場
チ
ー
ム
を
采
配
し

「
ベ
ス
ト
8
」
に
入
賞
す
る
。

右
記
の
全
国
選
抜
大
会
は
親
善

交
流
の
場
と
し
て
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
の
和
と
楽
し
さ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
真
の
姿
を
社
会
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で
毎
年
会
場

を
変
え
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

あ
い
ず
み
バ
ラ
祭
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
3
コ
ー
ト

優
勝
北
島
チ
ー
ム
大
接
戦
を
制
す

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

瀬
戸
内
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、筒
井
さ
ん
と
岡

部
さ
ん
が
各
部
門
で
準
優
勝
し
た
。団
体
戦
で
も
、

昨
年
三
位
か
ら
順
位
を
上
げ
て
準
優
勝
に
輝
い
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ
Ｎ
Ｔ

4
・
26

四
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

32
名

優
勝

木
内
百
合
子

鹿
児
島
省
三

二
位

大
松
ツ
タ
エ

前
川

誠
治

三
位

冨
士

繁
男

鎌
田

勲

222319

626567

5
・
3

第
二
十
三
回
瀬
戸
内
選
手
権
大
会

場
所

相
生
湾
東
部
公
園
コ
ー
ス

168
名

一
般
男
子

二
位

筒
井

英
幸

女
子

二
位

岡
部

文
子

団
体
戦

二
位
（
上
位
六
名
の
ト
ー
タ
ル
）

筒
井

岡
部

福
島

横
田

井
出

田
村

7678490

5
・
10

五
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

41
名

優
勝

高
橋

徳
次

二
位

宮
井

洋
子

三
位

谷
下

廣
子

ベ
ス
グ
ロ

筒
井

英
幸

163036

69717475

5
・
11

第
四
回
津
山
市
全
国
ふ
れ
あ
い
大
会

場
所

津
山
市

日
本
原
コ
ー
ス

215
名

男
子
シ
ニ
ア
五
位

井
出

輝
久

75

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

主
催
・
会
場

4
・
22

平
成
26
年
度
第
2
回
長
寿
大
会

12
・
60

2
コ
ー
ト

2
勝
1
敗

か
ゞ
や
き

板
野
町
協
会

中
央
コ
ー
ト

5
・
3

徳
島
・
香
川
親
善
交
流
大
会
（
5
月
）

28
・
150

1
コ
ー
ト

1
勝
2
敗

北
島

熊
野
杯

土
成
中
央
コ
ー
ト

5
・
15

ふ
れ
あ
い
板
野
大
会
（
5
月
）

12
・
65

3
コ
ー
ト

優
勝

大
洋

板
野
町
協
会

中
央
コ
ー
ト

5
・
17

藍
住
町
バ
ラ
公
園
祭
り
協
賛
大
会

24
・
130

3
コ
ー
ト

優
勝

北
島

藍
住
協
会

藍
翠
苑
コ
ー
ト

5
・
1718

笹
川
良
一
杯

第
29
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

190
・
1000

ベ
ス
ト
8
入
賞

あ
け
ぼ
の（
シ
ニ
ア（
女
））
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

東
京
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

写
真
は
小
林
さ
ん

島崎さん小笠原さん

後
列
左
よ
り

高
橋
采
也
・
原

心
夏
・
美
濃

汀

中
列
左
よ
り

林

真
央
・
森
本
花
奈

前
列
左
よ
り

曽
我
井
優
斗
・
山
田
慎
之
成
・
小
林
泰
輔
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（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ

ドド

ムム
））
だだ
よよ
りり

[ 図 1 ]

その他
11点  3％一般マンガ

39点  9％

一般雑誌
82点
20％
有害
DVD
57点
14％

有害
マンガ
64点
15％

有害雑誌
161点
39％

Ｈ25年度有害図書類回収状況

そ
の
他

つ
き
ま
と
い

声
か
け

Ｈ25年度不審者情報受理件数
（件）

0

2

4

6

8

10

12

[ 図 2 ]

平
成
25
年
度
の
育
成
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
に
つ
い
て（
2
）

先
月
に
引
き
続
き
、
昨
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

活
動
の
う
ち
、
有
害
環
境
浄
化
活

動
と
不
審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
活

動
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

有
害
環
境
浄
化
活
動

〈
有
害
図
書
類
の
回
収
〉

北
島
町
「
キ
ョ
ー
エ
イ
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
北
島
店
」
横
、
松
茂
町
「
マ
ル

ナ
カ
空
港
店
」前
、
Ｊ
Ｒ「
勝
瑞
駅
」

前
の
計
3
カ
所
に
設
置
の
『
白
い
ポ

ス
ト
』
に
入
れ
ら
れ
た
有
害
図
書
類

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
総
数
は
4
1
4
点
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
15
点
減
少
し
ま
し
た
。

内
容
別
は
、
図
1
の
と
お
り
で
す
。

〈
ネ
ッ
ト
問
題
へ
の
対
応
〉

子
ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
、
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
利
用
促
進
活
動
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

不
審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
活
動

〈
不
審
者
情
報
〉

不
審
者
情
報
は
、
年
間
十
二
件
で

前
年
度
に
比
べ
、
二
件
増
加
し
ま
し

た
。
内
容
別
は
図
2
の
と
お
り
で
す
。

特
に
、
女
子
中
学
生
へ
の
声
掛
け

事
案
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

〈
被
害
防
止
活
動
〉

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
下
校
時
間
帯

を
中
心
に
、
不
審
者
に
よ
る
被
害
の

防
止
を
呼
び
掛
け
る
テ
ー
プ
を
流
し

な
が
ら
、「
あ
ゆ
み
号
」で
巡
回
し
ま

し
た
。今
年
度
か
ら
、ユ
ー
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
が
ピ
ン
ク
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
て
、
通
学
路
で
立
哨
し
、
見
守
り

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
行
事
予
定
（
6
月
・
7
月
）

★
6
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯

板
野
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

卓
球

★
6
月
22
日
㈰

第
34
回
全
日
本
Ｖ
Ｂ
小
学
生
県
予
選

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

★
6
月
29
日
㈰

北
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
球
技
大
会

★
7
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰

第
44
回
四
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

★
7
月
12
日
㈯

徳
島
新
聞
社
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

★
7
月
13
日
㈰

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
7
月
20
日
㈰

キ
ョ
ー
エ
イ
カ
ッ
プ
全
国
大
会
県
予

選

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

★
7
月
27
日
㈰

徳
島
県
混
合
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会

高齢者の交通事故防止‼

○高齢者に対して思いやりのある運転を！
ドライバーの方は、歩行中や自転車乗車中の高齢者の方

を見かけたら、その動静に注意して、一時停止や徐行など
思いやりのある運転を努めましょう。
また、高齢運転者標識を付けた車両に対して、幅寄せや

割り込みをしないようにしましょう。
道路で困っている高齢者への積極的な手助けをお願いし

ます。
○早めのライト点灯、反射材の活用を！
ドライバーの方は、薄暮時間帯や天候不良時などには、

早めにライトを点灯しましょう。視界をよくするだけでな
く、自分の車の存在をアピールしましょう。
歩行者の方は、反射材の着用や明るい服装をすることで、

交通事故を減らすことができます。「見えているはず」と
油断せず、意識的に「見せる」ということを心がけましょ
う。

徳島北警察署広報 ☎698―0110

北
島
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
9
月
1
日
〜
平
成

27
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
耐

震
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
工

事
期
間
中
は
、
全
館
休
館
と
な

り
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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（4月届分）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

む
が
く

が
く
む

う
が
く

無
学
と
学
無
（
有
学
）

小
乗
仏
教
の
修
行
段
階
が
八
段

階
有
っ
て
、
四
向
四
果
と
言
い
ま

い
ち
ら
い
こ
う

い
ち

す
が
、
最
初
の
一
来
向
か
ら
、
一

ら
い
か

ふ
げ
ん
こ
う

ふ
げ
ん
か

あ

ら

来
果
・
不
還
向
・
不
還
果
・
阿
羅

か
ん
こ
う

漢
向
ま
で
の
七
段
階
を
、
有
学
と

あ

ら
か
ん

言
い
、
最
高
の
境
地
を
、
阿
羅
漢

か果
（
無
学
）
と
言
い

ま
す
。

イ
ン
ド
梵
文
で
は
、

「
無
学
」の
事
を「
ア

シ
ェ
イ
ク
シ
ャ
」
と

表
現
し
ま
す
。

『
無
学
』
と
言
う

言
葉
、
漢
文
の
返
り

点
レ
点
を
打
っ
て
頂

い
て
、「
人
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
無

し
」
と
言
う
意
味
に
、
仏
教
的
に

は
解
釈
を
し
ま
す
。

「
あ
な
た
無
学
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
れ
ば
、
余
り
い
い
気
が
し
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
仏
教
的
に
は

「
誉
め
言
葉
」
な
訳
で
す
。

仏
教
的
な
意
味
合
い
の
「
私
は

無
学
で
す
」
と
は
、
逆
に
恐
れ
多

く
て
中
々
使
え
な
い
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

一
般
の
言
葉
と
仏
教
用
語
の
使

い
方
の
中
で
、
全
く
正
反
対
の
意

味
に
な
る
言
葉
が
こ
の
「
無
学
」

で
す
。

パ
レ
ス
チ
ナ
の
故
ア
ラ
フ
ァ
ト

議
長
の
名
前
は
、
同
じ
イ
ン
ド
・

イ
ラ
ン
語
圏
の
言
葉
で
、
ア
ラ
フ

ァ
ト
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
自
分
の
子

供
の
名
前
に
「
仏
教
的
な
意
味
の
無

学
」
と
付
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
・
有
難
う
」
は
本

来
、「
有
り
難
し
」「
有
り
得
な
い
」

か
ら
転
じ
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。そ

の
極
め
付
け
が
「
感
無
量
・
感

慨
無
量
」
と
言
う
言
葉
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
無
量
」
と
は
、
量
が
無
い

は
か

で
な
く
、
量
が
量
れ
な
い
と
、
言
う

意
味
に
な
り
ま
す
。

10
に
0
を
1
0
4
桁
並
べ
た
境
地

つ
ま
り
阿
弥
陀
如
来
の
境
地
を
指
し

ま
す
。

ぎ
ゃ
ー
て
い

『
般
若
心
経
』
の
「
掲
諦
」
は
「
�

底
」
と
も
表
記
し
、「
遥
か
彼
方
」

と
言
う
意
味
で
あ
る
が
、
も
っ
と
、

シ
ヴ
ィ
ア
ー
に
言
え
ば
、
10
の
38
乗

先
の
境
地
を
指
す
。

『
般
若
心
経
』
の
解
説
書
等
で
は

余
り
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

き
っ
さ

こ

「
喫
茶
去
」
こ
れ
は
、
禅
宗
の
世

界
の
言
葉
で
師
匠
と
弟
子
の
間
で
、

弟
子
が
お
師
匠
さ
ん
に
「
早
く
教
え

て
下
さ
い
」
と
頼
ん
だ
の
に
対
し
、

「
ま
あ
、
慌
て
ず
お
茶
で
も
飲
み
な

さ
い
よ
」
と
お
師
匠
さ
ん
が
言
っ
た

の
が
原
点
と
さ
れ
て
い
る
。

喫
茶
店
の
語
源
も
、
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
様
で
す
。

「
有
頂
天
に
な
る
」「
有
頂
天
に

上
る
想
い
」
の
「
有

頂
天
」
も
本
来
仏
教

用
語
か
ら
来
て
い
ま

す
。
仏
教
の
天
界
に

十
七
層
が
有
っ
て
、

一
番
て
っ
ぺ
ん
を

ひ
そ
う
ひ

ひ
そ
う
て
ん

「
非
想
非
非
想
天
」

と
言
い
、
別
名
「
有

頂
天
」
と
言
う
。

「
命
に
別
条
は
無
い
」よ
り
も「
命

に
別
状
は
無
い
」
と
表
現
す
る
の
が

本
当
の
よ
う
で
す
。

専
門
・
訪
問
・
質
問
・
問
題
な
ど
、

間
違
え
た
く
な
い
字
が
沢
山
あ
る
も

の
で
す
。

随筆

（529）

仏
教
用
語
と
一
般
用
語

北
村

光
福
寺
住
職

小
笠
原
實
臣富

永

悟

志

真

弓

ひ
な

た

二
男

陽

向

中

村

板

坂

元

気

歩

美

あ
い

り

長
女

愛

璃

江

尻

小

山

健

太

佳
奈
枝

み

れ

い

長
女

珠
伶
衣

北

村

村

田

陽

輔

亜

夜

ゆ
い

な

長
女

結

那

高

房

坂

本

光

平

侑

加

り
ゅ
う

た
ろ
う

長
男

隆
太
朗

鯛

浜

高

橋

義

治

美

紀

の

あ

二
女

乃

愛

鯛

浜

前

田

晃

克

さ
や
か

り

つ
き

長
男

凌

月

江

尻

岩

田

幹

生

ま
ど
か

り
ょ
う

へ
い

長
男

稜

平

高

房

滝

本

耕

造

聡

美

ゆ
う

な

長
女

優

菜

鯛

浜

藤

川

和

久

美
奈
子

あ
や

と

三
男

絢

人

北

村

近

藤

翔

太

紗

佳

ゆ
う

と

長
男

友

翔

中

村

島

田

大

輔

し
ず
か

ゆ
う

せ
い

長
男

雄

正

太
郎
八
須

山

田

敦

志

知

美

の
ぞ

み

二
女

望

実

鯛

浜

長

尾

慎

一

麻

布

り
っ

か

長
女

六

花

鯛

浜

赤

澤

健

介

景

子

は
な

み

長
女

華

美

鯛

浜

森

本

隆

史

敬

美

お
う
し
ろ
う

二
男

旺
士
郎

中

村

笹

部

達

也

鯛

浜

下

川

絢

香

藍
住
町

髙
比
良

一

輝

江

尻

廣

瀬

彩

夏

鯛

浜

加

藤

達

也

鯛

浜

横

野

志

帆

石
井
町

住

耕
太
郎
（
74
歳
）
江

尻

石

本

髙

啓
（
74
歳
）
北

村

宇

波

ひ
さ
子
（
89
歳
）
鯛

浜

米

田

文

江
（
92
歳
）
鯛

浜

生

田

�

志
（
65
歳
）
江

尻

天

羽

和

男
（
78
歳
）
高

房

林

サ
ヨ
子
（
82
歳
）
新
喜
来

三

浦

豊

子
（
70
歳
）
中

村

谷

本

光

代
（
58
歳
）
鯛

浜

森

重

晴
（
85
歳
）
中

村

土

本

陽

一
（
66
歳
）
高

房

林

美
栄
子
（
50
歳
）
中

村

6
月
15
日
㈰

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
オ
ク
ム
ラ

☎
6
9
2
―
4
7
7
1

6
月
22
日
㈰

中
山
産
婦
人
科

☎
6
9
2
―
0
3
3
3

6
月
29
日
㈰

富
本
小
児
内
科

☎
6
9
2
―
7
2
2
8

7
月
6
日
㈰

鶴
岡
内
科
胃
腸
科

☎
6
9
2
―
6
8
8
6

7
月
13
日
㈰

き
は
ら
耳
鼻
咽
喉
科

☎
6
9
3
―
0
0
8
7

7
月
20
日
㈰

近
藤
外
科
内
科

☎
6
9
3
―
1
1
8
8

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。も
し
、病
院
に
連
絡

が
つ
か
な
い
場
合
は
、
板
野
東
部
消
防
本
部（
☎
6
9
8
―
9
1
1
9
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

���������「
藍
住
町
」
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夏
休
み
の
あ
る
日
、
僕
は
、
家
族

と
い
っ
し
ょ
に
旅
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
一
路
、
新
潟
を
目
ざ
し
て
車
に

乗
っ
て
い
た
。

朝
早
く
家
を
出
発
し
、
東
北
自
動

車
道
か
ら
磐
越
自
動
車
道
に
入
り
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を
と
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
売
店
に
は
た
く

さ
ん
の
お
土
産
が
売
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
中
に
、
福
島
県
特
産
の
桃
が
並

ん
で
い
た
。
そ
の
桃
を
見
て
、
無
邪

気
な
子
ど
も
が
母
親

に「
桃
食
べ
た
い
。」

と
せ
が
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
子
ど

も
の
母
親
は
「
だ

め
。」
と
子
ど
も
に

言
い
聞
か
せ
よ
う
と

す
る
。
子
ど
も
も
引

か
ず
「
な
ん
で
。」

と
反
論
す
る
。
す
る

と
、
母
親
は
「
だ
っ

て
、
こ
の
桃
、
福
島

県
産
だ
よ
。
放
射
性

物
質
っ
て
い
う
良
く

な
い
物
が
つ
い
て
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら

ね
。」
と
説
き
ふ
せ

た
の
だ
。
し
ぶ
し
ぶ

諦
め
た
子
ど
も
の
姿
を
見
な
が
ら
、

僕
は
、
心
の
中
に
何
か
ひ
っ
か
か
り

を
感
じ
て
い
た
。

車
に
戻
り
、
走
り
始
め
た
車
の
中

で
、
僕
は
両
親
に
さ
っ
き
の
出
来
事

を
話
し
た
。
父
は
「
や
っ
ぱ
り
放
射

性
物
質
が
つ
い
て
い
な
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
か
ら
な
。」
と
言
い
、
母

も
「
確
か
に
心
配
で
は
あ
る
ね
。」

と
言
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
僕
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
僕
の
住
ん
で
い
る
地
域
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
、「
福

島
産
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
、
ど

う
し
て
も
避
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
し
っ
か
り
検
査
を
受
け
て
市

場
に
で
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

な
ん
と
な
く
不
安
だ
っ
た
か
ら
だ
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
出
来
事
に
ひ
っ

か
か
り
感
じ
て
は
い
た
が
、
僕
は
そ

の
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
僕
の
頭
か
ら
、「
だ
っ

て
福
島
産
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が
離

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
、
そ

ん
な
に
も
、
そ
の
言
葉
が
気
に
な
る

の
か
、
僕
は
、
旅
行
中
、
ず
っ
と
考

え
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
思
い
当

た
っ
た
。
僕
が
小
学
五
年
生
の
時
に

友
達
か
ら
言
わ
れ
た
、
あ
の
言
葉
と

同
じ
嫌
な
響
き
を
感
じ
た
か
ら
だ
。

小
学
五
年
生
の
時
、
僕
は
仲
の
よ

か
っ
た
友
達
と
大
げ
ん
か
し
た
。
理

由
は
さ
さ
い
な
こ
と
だ
っ
た
が
、
言

い
合
い
は
と
ま
ら
な
く
な
り
、
と
う

と
う
互
い
に
相
手
を
罵
倒
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
最
後
に
友
達

が
僕
に
こ
う
言
っ
た
の
だ
。

「
黙
れ
。
中
国
人
。」

僕
は
中
国
生
ま
れ
の
日
本
育
ち
だ
。

日
本
に
来
て
か
ら
ず
っ
と
、
自
分
が

中
国
籍
で
あ
る
こ
と
を
表
に
出
し
て

生
活
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
に
対
し

て
、
友
達
の
誰
も
触
れ
る
こ
と
は
な

く
、
僕
も
中
国
国
籍
で
あ
る
こ
と
を

気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
あ
の
時
、
そ
の
友
達
の

言
葉
は
、
鋭
利
な
刃
物
と
な
っ
て
僕

の
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
そ
し
て
、

自
分
は
他
の
み
ん
な
と
違
う
ん
だ
と

切
な
く
な
っ
た
。
仲
の
良
か
っ
た
友

達
が
、
心
の
中
で
は
僕
を
差
別
し
て

い
た
ん
だ
と
感
じ
、
悔
し
く
て
し
か

た
が
な
か
っ
た
の
だ
。
幸
い
、
友
達

と
は
仲
直
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

し
ば
ら
く
、
あ
の
友
達
の
放
っ
た
言

葉
は
、
僕
の
胸
を
ひ
っ
か
き
続
け
、

嫌
な
響
き
と
な
っ
て
耳
の
奥
に
残
っ

て
い
た
。

そ
の
嫌
な
響
き
と
同
じ
も
の
を
、

「
だ
っ
て
福
島
県
産
だ
よ
」
と
い
う

言
葉
に
僕
は
感
じ
た
の
だ
。
僕
の
場

合
は
中
国
と
い
う
国
の
こ
と
を
知
り

も
し
な
い
の
に
ば
か
に
さ
れ
、
福
島

の
桃
は
、
放
射
性
物
質
の
こ
と
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
の
に
、
危
な
い
と
決

め
つ
け
ら
れ
、
自
分
と
桃
が
重
な
っ

て
見
え
た
の
だ
。
風
評
被
害
と
い
う

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
、

僕
は
、
福
島
の
桃
は
、
被
害
で
な
く
、

「
差
別
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
は
っ

き
り
と
感
じ
た
。

だ
か
ら
、
僕
は
、
桃
を
買
う
こ
と

に
し
た
。
僕
は
差
別
さ
れ
る
側
の
気

持
ち
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、

そ
の
僕
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
福
島
県

産
の
桃
に
偏
見
を
も
ち
、
差
別
し
て

い
た
。そ
れ
は
、桃
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
福
島
の
人
々
を
差
別
し
て
い
る

こ
と
に
も
な
る
の
だ
と
気
づ
き
、
こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

新
潟
か
ら
の
帰
り
道
、
僕
は
、
磐

越
自
動
車
道
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、

桃
を
買
っ
た
。
そ
れ
は
、
も
う
偏
見

を
も
た
な
い
、
差
別
な
ど
し
な
い
と

い
う
、
小
さ
い
け
れ
ど
大
き
な
僕
の

決
意
で
も
あ
っ
た
。

二
十
一
世
紀
の
今
、
日
本
そ
し
て

世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
で
、
い
ま
だ
に

多
く
の
偏
見
や
差
別
が
残
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
た
地
域
や
肌
の
色
、
病
気
、

そ
し
て
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
よ

う
に
事
故
に
関
係
す
る
も
の
な
ど

様
々
だ
。
そ
れ
ら
の
偏
見
や
差
別
の

根
本
に
あ
る
の
は
、
何
な
の
だ
ろ
う
。

僕
は
、
警
戒
心
で
は
な
い
か
と
思
う
。

よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
、
見
え
な
い

か
ら
怖
く
疎
ま
し
く
、
自
分
か
ら
遠

ざ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
気
持
ち
が
、

偏
見
や
差
別
を
生
む
の
だ
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
私
達
は
警

戒
心
を
も
た
ず
、
こ
の
世
界
か
ら
、

偏
見
や
差
別
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
は
、
二
つ

あ
る
と
僕
は
考
え
る
。
一
つ
は
、
他

の
人
の
こ
と
を
よ
く
知
ろ
う
と
す
る

姿
勢
。
も
う
一
つ
は
、
他
の
人
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
想
像
力
。
こ
の
二

つ
が
、
未
知
の
も
の
へ
の
警
戒
心
を

取
り
去
っ
て
く
れ
る
。

偏
見
や
差
別
を
、
こ
の
世
界
か
ら

な
く
す
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
二
つ
の
国

の
良
さ
を
知
っ
て
い
る
僕
は
、
相
手

を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
と
思
い
や
る

想
像
力
を
も
ち
、
周
囲
の
人
に
接
し

て
い
こ
う
と
思
う
。
い
つ
か
き
っ
と
、

お
互
い
を
慈
し
み
合
う
世
界
に
な
る

こ
と
を
信
じ
て
。

こ
の
作
文
は
「
法
務
省
人
権
擁

護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
主
催
」
の
「
第
三
十
三
回
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

作
品
で
す
。

「
そ
れ
で
も
僕
は
桃
を
買
う
」

宮
城
県

古
川
黎
明
中
学
校
三
年
お
お

ぬ
ま

い
い

み

大

沼

逸

美

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

2014．6 町報（１７）



北 島 町 財 政 事 情

平成26年6月10日 北島町長 古 川 保 博

今回お知らせする財政事情は、平成25年度下半期の財政運営状況です。町の財政状況についてご理解
をいただき、町政発展のためご協力をお願いいたします。

平成25年度下半期の予算執行状況
平成25年度下半期（平成25年10月1日から平成26年3月31日まで）の一般会計・特別会計の執行状況

は、第1表から第13表のとおりです。

第2表 一般会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％
92．1

85．1

93．2

81．3

87．1

94．8

63．4

83．8

72．3

99．5

92．6

0．0

84．9
※現計予算額には予備費充用額、流用充当額及び前年度からの繰越額を含む。

支出済額
（B）

千円
89，976

528，927

2，119，357

626，404

25，258

24，438

317，405

338，076

780，025

493，086

474，758

0

5，817，710

現計予算額
（A）

千円
97，692

621，889

2，272，954

770，603

29，004

25，769

500，706

403，445

1，079，534

495，454

512，958

41，871

6，851，879

9月補正
後予算額

千円
97，692

609，361

2，227，305

772，220

30，713

25，769

419，445

333，110

1，077，843

495，454

289，197

42，907

6，421，016

款

1．議 会 費

2．総 務 費

3．民 生 費

4．衛 生 費

6．農林水産業費

7．商 工 費

8．土 木 費

9．消 防 費

10．教 育 費

12．公 債 費

13．諸 支 出 金

14．予 備 費

合 計

第4表 国民健康保険（事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％
82．6

83．0

90．6

90．7

75．0

91．3

78．6

80．2

0．0

84．6

0．0

83．0
※現計予算額には予備費充用額及び流用充当額を含む。

支出済額
（B）

千円
14，499

1，268，167

235，961

254

9

104，460

250，209

19，064

0

38，929

0

1，931，552

現計予算額
（A）

千円
17，563

1，527，917

260，518

280

12

114，425

318，401

23，780

1

45，989

19，459

2，328，345

9月補正
後予算額

千円
17，563

1，527，804

260，518

280

12

114，425

318，401

23，780

1

45，841

15，795

2，324，420

款

1．総 務 費

2．保 険 給 付 費

3．後期高齢者支援金

4．前期高齢者納付金

5．老人保健拠出金

6．介 護 納 付 金

7．共同事業拠出金

8．保 健 事 業 費

10．公 債 費

11．諸 支 出 金

12．予 備 費

合 計

第3表 国民健康保険（事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％
101．0

161．3
65．9
98．5
90．8
7．7
59．3
78．8
100．0
172．4
79．9

収入済額
（B）

千円
428，082

242
318，925
200，056
542，363
8，433

179，682
100，352
76，792
5，472

1，860，399

現計予算額
（A）

千円
423，717

150
483，623
203，001
597，122
110，204
303，210
127，352
76，792
3，174

2，328，345

9月補正
後予算額

千円
423，717

150
483，623
203，001
597，122
110，204
303，210
123，427
76，792
3，174

2，324，420

款

1．国民健康保険税

2．使用料及び手数料
3．国 庫 支 出 金
4．療養給付費等交付金
5．前期高齢者交付金
6．県 支 出 金
8．共同事業交付金
9．繰 入 金
10．繰 越 金
11．諸 収 入

合 計

第1表 一般会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／(A）

％
101．0

99．9
104．3
180．4
853．2
94．4
105．0
112．2
108．1
92．3
80．0
96．6
83．6
41．1
112．5
93．5
57．5
100．0
90．0
94．2
93．3

※現計予算額には前年度からの繰越額を含む。

収入済額
（B）

千円
2，744，739

57，927
9，697
21，497
66，670
188，762
11，824
14，584
999，293
4，615

125，748
86，384
660，203
216，176
30，357
561

155，567
499，955
97，320
400，000
6，391，879

現計予算額
（A）

千円
2，718，340

58，001
9，301
11，917
7，814

199，977
11，264
13，000
924，263
5，000

157，277
89，380
789，823
525，711
26，987
600

270，569
499，955
108，100
424，600
6，851，879

9月補正
後予算額

千円
2，718，340

58，001
9，301
11，917
7，814

199，977
11，264
13，000
710，000
5，000

175，197
89，380
706，495
467，614
26，180
600

270，569
441，124
92，143
407，100
6，421，016

款

1．町 税

2．地 方 譲 与 税
3．利子割交付金
4．配当割交付金
5．株式等譲渡所得割交付金
6．地方消費税交付金
7．自動車取得税交付金
8．地方特例交付金
9．地 方 交 付 税
10．交通安全対策特別交付金
11．分担金及び負担金
12．使用料及び手数料
13．国 庫 支 出 金
14．県 支 出 金
15．財 産 収 入
16．寄 附 金
17．繰 入 金
18．繰 越 金
19．諸 収 入
20．町 債

合 計
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第5表 介護保険（保険事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％
100．4

50．0

116．7

94．3

86．3

94．7

90．9

100．0

0．0

109．4

93．0

収入済額
（B）

千円
295，650

2，966

35

308，107

365，422

199，780

203，536

89，973

0

116

1，465，585

現計予算額
（A）

千円
294，528

5，928

30

326，558

423，443

210，981

223，911

89，973

1

106

1，575，459

9月補正
後予算額

千円
294，528

5，928

30

326，183

423，443

210，981

223，536

89，973

1

106

1，574，709

款

1．保 険 料

2．分担金及び負担金

3．使用料及び手数料

4．国 庫 支 出 金

5．支払基金交付金

6．県 支 出 金

7．繰 入 金

8．繰 越 金

9．町 債

10．諸 収 入

合 計

第7表 介護保険（サービス事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％
92．8

100．0
100．0
93．1

収入済額
（B）

千円
7，113

281
1

7，395

現計予算額
（A）

千円
7，663

281
1

7，945

9月補正
後予算額

千円
7，663

281
1

7，945

款

1．サービス収入

2．繰 越 金
3．諸 収 入

合 計

第9表 後期高齢者医療特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％
98．1

80．0

100．0

100．0

74．9

98．4

収入済額
（B）

千円
169，401

16

47，376

9，025

901

226，719

現計予算額
（A）

千円
172，679

20

47，376

9，025

1，203

230，303

9月補正
後予算額

千円
172，679

20

48，321

9，025

1，656

231，701

款

1．後期高齢者医療保険料

2．使用料及び手数料

4．繰 入 金

5．繰 越 金

6．諸 収 入

合 計

第6表 介護保険（保険事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％
83．0

84．2

0．0

63．8

0．0

98．1

0．0

79．1
※現計予算額には予備費充用額及び流用充当額を含む。

支出済額
（B）

千円
22，937

1，199，350

0

18，079

0

5，665

0

1，246，031

現計予算額
（A）

千円
27，647

1，423，592

1

28，324

1

5，777

90，117

1，575，459

9月補正
後予算額

千円
26，190

1，420，648

1

28，324

1

5，575

93，970

1，574，709

款

1．総 務 費

2．保 険 給 付 費

4．基 金 積 立 金

5．地域支援事業費

6．公 債 費

7．諸 支 出 金

8．予 備 費

合 計

第8表 介護保険（サービス事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％
78．4

0．0
75．8

支出済額
（B）

千円
6，020

0
6，020

現計予算額
（A）

千円
7，683

262
7，945

9月補正
後予算額

千円
7，664

281
7，945

款

1．事 業 費

2．予 備 費
合 計

第10表 後期高齢者医療特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％
82．7

97．0

38．4

100．0

0．0

93．8
※現計予算額には予備費充用額及び流用充当額を含む。

支出済額
（B）

千円
7，198

206，641

193

1，963

0

215，995

現計予算額
（A）

千円
8，700

212，960

502

1，963

6，178

230，303

9月補正
後予算額

千円
8，700

210，092

502

3，382

9，025

231，701

款

1．総 務 費

2．後期高齢者医療広域連合納付金

3．諸 支 出 金

4．保 健 事 業 費

5．予 備 費

合 計

第11表 特別会計公共下水道事業予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％
100．0

0．0

99．9

110．9

100．0

100．0

100．6

0．0

74．9
※現計予算額には前年度からの繰越額を含む。

収入済額
（B）

千円
90，000

0

57，865

16，262

76，719

27，174

2，386

0

270，406

現計予算額
（A）

千円
90，000

2，100

57，911

14，662

76，719

27，174

2，372

90，000

360，938

9月補正
後予算額

千円
90，000

2，100

53，690

12，152

76，719

27，174

2，002

90，000

353，837

款

1．国 庫 支 出 金

2．県 支 出 金

3．分担金及び負担料

4．使用料及び手数料

10．繰 入 金

15．繰 越 金

20．諸 収 入

30．町 債

合 計

第12表 特別会計公共下水道事業予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％
70．4

42．5

99．4

0．0

0．0

58．1
※現計予算額には予備費充用額及び前年度からの繰越額を含む。

支出済額
（B）

千円
43，548

92，020

74，264

0

0

209，832

現計予算額
（A）

千円
61，887

216，362

74，703

6，837

1，149

360，938

9月補正
後予算額

千円
58，627

216，355

74，703

3，001

1，151

353，837

款

1．総 務 費

5．建 設 費

10．公 債 費

11．諸 支 出 金

15．予 備 費

合 計
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町債及び一時借入金の現在高町有財産の現在高
平成25年度中の町債の増減及び平成24年度末における

現在高の状況は第13表のとおりです。なお、平成26年3
月31日現在の一時借入金の借入はありません。

平成26年3月31日における町有財産の現在高は次のと
おりです。

〔土地及び建物〕
⑴行政財産

建 物（延面積）

合 計
㎡

3，685．22

531．68

27，062．70

30，499．24

61，778．84

非木造
㎡

3，685．22

531．68

27，062．70

27，666．41

58，946．01

木 造
㎡

2，832．83

2，832．83

土 地
（地 積）

㎡
6，253．96

68，106．52

72，799．26

41，397．24

3，896．25

192，453．23

区 分

本 庁 舎

警察（消防）施設

学 校

公 園

その他の施設

墓 地

合 計

⑵普通財産

建 物（延面積）

合 計
㎡

106．00

106．00

非木造
㎡

木 造
㎡

106．00

106．00

土 地
（地 積）

㎡
3，199．49

227．00

154．44

3，580．93

区 分

宅 地

原 野

そ の 他

合 計

第13表 町債の状況
⑴一般会計

平成25年度末見込額
（A）+（B）-（C）

千円
3，533，362

1，955，695

1，300

657，655

6，148，012

平成25年度中増減額

償還額（C）
千円

204，687

177，758

29，928

412，373

起債額（B）
千円

400，000

15，900

415，900

平成24年度末
現在高（A）

千円
3，338，049

2，117，553

1，300

687，583

6，144，485

区 分

1．総 務

2．土 木

3．消 防

4．教 育

合 計

⑷その他の基金
平成26年3月31日現在
現 在 高

千円
2，105，846

537，476

204，748

6，004

21，353

13，336

22，495

82，400

1，468

526，317

3，521，443

区 分

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

地 域 福 祉 基 金

教 育 振 興 基 金

災 害 対 策 基 金

国 際 交 流 研 修 事 業 基 金

労 働 者 福 祉 施 設 改 装 整 備 基 金

公 共 下 水 道 事 業 減 債 基 金

住 民 活 動 推 進 基 金

北 島 町 公 共 施 設 等 整 備 基 金

合 計

〔基 金〕
⑴土地開発基金

平成26年3月31日現在
現 在 高

㎡
9，007．50

千円
524，854

区 分

宅 地

現 金

⑶介護保険給付費準備基金
平成23年3月31日現在
現 在 高

千円
50，000

区 分

現 金

⑵国民健康保険財政調整基金
平成26年3月31日現在
現 在 高

千円
90，000

区 分

現 金
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朗読の名手・森優子さん

開
館
二
十
周
年
記
念
特
別
上
映
会

「
祖
谷（
い
や
）物
語
〜
お
く
の
ひ
と
」

日
時
▼
六
月
十
四
日
㈯

二
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
高
校
生
以
上
／
前
売
一
、

〇
〇
〇
円（
当
日
一
、
五
〇
〇
円
）、

中
学
生
以
下
／
無
料
、
高
校
生
・

大
学
生
・
シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以

上
）
は
当
日
も
一
、
〇
〇
〇
円

作
品
▼
「
祖
谷
（
い
や
）
物
語
〜
お

く
の
ひ
と
」（
監
督
蔦
哲
一
朗
）

主
催
▼
「
祖
谷
物
語
」
上
映
会
北
島

町
実
行
委
員
会（
問
創
世
ホ
ー
ル
）

開
館
二
十
周
年
記
念
公
演

森
優
子
朗
読
ラ
イ
ブ
特
別
篇

「
太
陽
と
月
の
朗
読
会
」

日
時
▼
七
月
六
日
㈰

十
四
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
一
、
八
〇
〇
円
（
当

日
二
、
三
〇
〇
円
）

出
演
▼
森
優
子
（
舞
台
朗
読
家
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

作
品
▼
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』
よ
り

「
夢
一
夜
」、
ア
ン
デ
ル
セ
ン「
絵

の
な
い
絵
本
」、太
宰
治
「
走
れ
メ

ロ
ス
」
ほ
か
（
脚
本
・
構
成
▼
鈴

木
之
彦

照
明
▼
佐
野
倫
太
郎
）

主
催
▼
徳
島
朗
読
舞
台
実
行
委
員
会

（
杉
本
☎
六
四
五
・
二
八
一
七
）

◆
美
し
い
物
語
、
美
し
い
朗
読
、
美

し
い
舞
台
…
…
。
今
、
日
本
で
一
番

美
し
い
朗
読
舞
台
を
徳
島
で
。

飯
田
緑
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
▼
七
月
十
三
日
㈰

十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
二
、
〇
〇
〇
円
（
当

日
二
、
五
〇
〇
円
）、
高
校
生
以

下
一
、〇
〇
〇
円（
前
売
当
日
共
）

出
演
▼
飯
田
緑
（
フ
ル
ー
ト
）

演
奏
予
定
曲
目
▼「
タ
ン
ゴ
の
歴
史
」

（
ピ
ア
ソ
ラ
）、「
木
曽
節
」
ほ
か

主
催
▼
飯
田
緑
演
奏
会
実
行
委
員
会

（
飯
田
☎
六
五
五
・
二
三
八
四
）

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し

い
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

■
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ

き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
大
場
裕
一
『
ホ
タ
ル
の
光
は
な
ぞ

だ
ら
け
』
く
も
ん
出
版

●
平
林
知
子
『
海
賊
大
図
鑑
』
国
土

社●
椰
月
美
智
子
『
未
来
の
手
紙
』
光

文
社

●
神
代
明
『
ひ
み
つ
の
図
書
館
！
』

集
英
社

●
ア
ン
ド
レ
ス
・
バ
ル
バ
『
ふ
た
り

は
世
界
一
！
』
偕
成
社

●
二
宮
由
紀
子
『
だ
い
す
き
、
で
も
、

ひ
み
つ
』
文
研
出
版

●
松
橋
利
光
『
に
わ
の
か
い
じ
ゅ
う

フ
ァ
イ
ル
』
ア
リ
ス
館

《
一

般

書
》

●
池
上
彰
『
池
上
彰
の
教
養
の
ス
ス

メ
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社

●
木
村
耕
一
『
親
の
こ
こ
ろ
3
』

一
万
年
堂
出
版

●
山
口
仲
美
『
大
学
教
授
が
ガ
ン
に

な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
』
幻
冬
舎

●
野
地
秩
嘉
『
イ
ベ
リ
コ
豚
を
買
い

に
』
小
学
館

●
伊
集
院
静
『
愚
者
よ
、
お
前
が
い

な
く
な
っ
て
淋
し
く
て
た
ま
ら
な

い
』
集
英
社

●
は
ら
だ
み
ず
き
『
こ
こ
か
ら
は
じ

ま
る
』
新
潮
社

●
佐
々
木
裕
一
『
将
軍
の
宴
』
二
見

書
房

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

ｉｎ

坂
田
明
グ
ル
ー
プ（
サ
カ
タ
カ

タ
ツ
サ
）Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ブ

徳
島

日
時
▼
七
月
十
六
日
㈬

十
九
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
大
学
生
・
一
般
／
前
売
二
、

五
〇
〇
円（
当
日
三
、
〇
〇
〇
円
）、

小
・
中
・
高
校
生
／
前
売
二
、
〇

〇
〇
円
（
当
日
二
、
五
〇
〇
円
）

出
演
▼
坂
田
明
（
サ
ッ
ク
ス
）、
坂

口
光
央
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、
か
わ

い
し
の
ぶ
（
エ
レ
キ
・
ベ
ー
ス
）、

山
本
達
久
（
ド
ラ
ム
ス
）

演
奏
予
定
曲
目
▼「
ハ
タ
ハ
タ
」、「
ひ

ま
わ
り
」、「
死
ん
だ
男
の
残
し
た

も
の
は
」
ほ
か

主
催
▼
坂
田
明
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ブ
実

行
委
員
会
（
問
創
世
ホ
ー
ル
）

■
あ
の
天
才
ジ
ャ
ズ
サ
ッ
ク
ス
奏
者

坂
田
明
が
、
四
た
び
創
世
ホ
ー
ル
に

登
場
。
こ
れ
は
、
も
は
や
奇
跡
で
す
。

絶
対
お
見
逃
し
な
く
！

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
でででででででででででででででででででででででででででででででででででで

買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
7月

7日㈪
14日㈪
17日（第3木・館
内整理日）

21日（月・祝）
22日（火・振替休）
28日㈪

6月
2日㈪
9日㈪
16日㈪
17日㈫～26日㈭
30日㈪
※6月17日㈫～26
日㈭は、蔵書点検
のため図書館は休
館します。

☎
六
九
八
・
一
一
〇
〇

ＪＡＺＺサックスの名手・坂田明

2014．6 町報（２１）



中村 小磯 公子「早朝の今切川」町 報 画 廊
新高橋の付近です。
散歩している時に眺めています。

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときは北島町ふれあい総合相談センターにご相談ください。秘密は固くまもります。相談は無料です。

北島町ふれあい総合相談センター7・8月日程表

注：法律相談は、予約制の相談時間は20分です。
がいこくじん かん そうだん よ やくせい

※ 法律相談・外国人に関する相談・一般相談・児童教育相談は、予約制です。
しゃかいふく し きょう ぎ かい れんらく

事前に社会福祉協議会（☎698－8910）までご連絡ください。
※ 保健相談は、毎週月～金曜日（午前8時30分～午後5時まで）
北島町保健相談センターで実施しております。

※ 介護相談は、毎週月～金曜日（午前8時30分～午後5時まで）
北島町在宅サービスセンター（社会福祉協議会内）・北島町地域包括支援センター（役場4階）で実施しております。

町報発行／北島町公報委員会 〒771‐0285北島町中村字上地23‐1 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2014．6 第808号

開 催 日
7月2日、9日、16日、23日、30日
8月6日、20日、27日
7月15日
8月19日
7月3日
8月7日
7月17日
8月21日
7月4日、11日、18日、25日
8月1日、8日、15日、22日、29日
7月9日
8月6日

毎週水曜日
13：00～16：00（予約制）
毎月第3火曜日
10：00～12：00（予約制）
毎月第1木曜日
13：00～16：00
毎月第3木曜日
13：00～16：00
毎週金曜日
13：00～16：00（予約制）
まいつきだい に すいよう び
毎月第2水曜日 よ やくせい
10：00～12：00（予約制）

相 談 の 内 容
高齢者の生活相談、
全般についての相談
財産、相続、扶養、契約、金銭貸借等
についての相談

基本的人権や人権侵害に関する相談

町、県、国の仕事に関する苦情などの
相談

児童養育や教育などについての相談
がいこくじん ざいりゅう せいかつぜんぱん そうだん
外国人の在留、生活全般についての相談

相 談 の 種 類

一般相談

法律相談

人権相談

行政相談

児童教育相談

がいこくじん かん そうだん

外国人に関する相談

専

門

相

談

（２２）
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